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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

早ね・早おき いきいきウィーク ★はらから★ ～キラリと光るために～

２学期が始まって１週間が経ちました。朝の様子を コミュニケーションの

見てみると、疲れ気味で元気のない子どもたちが見受 基本は「反応」すること

けられます。残暑厳しい折ですが、学校があるときの です。その始まりが「返

生活リズムに、まだ合っていないのかなとも感じます。 事」だと思います。特に

折しも熊本県全体で、今週から「くまもと 早ね・ 名前を呼ばれたら、「ハ

早おき いきいきウィーク」が始まっていますので、 イ」と自然に返事ができ

下のチラシ等を参考に、少し家庭でも朝から元気が出 る人は、話をしても気持

るような取組を行ってもらえればと思います。キーワ ちがいいし、周りから愛

ードは「睡眠・光・ される雰囲気を持ってい

食事・コミュニケー ます。そういう周りを幸

ション」です。 せにする「反応力」をつ

学校でも、「礼ト けましょう。

ーク」を基本にして

朝から歩くなどしな

がら、少しずつ心肺

機能をあげて、暑さ ５・６年生が、夏休みの思い出を写真１枚を使って

に体を慣らしていく 話をしてくれました。その中で、渡邉敢太さんは阿蘇

取組を行っています。 山に登り、火山博物館に行った体験の話をしました。

学習や活動を行うに 阿蘇山の爆発についての質問が、みんなから多かった

は、やはり心や体の ので少し説明を加えておきます。

安定が大切です。ご理解とご協力をお願いします。 阿蘇山という一つの山はありませ

関連して、夏休み中に「地域学校保健委員会」（砥 ん。過去に大きな爆発を４回（２７

用地区は「すこやか委員会」）が行われ、中央地区と ～９万年前）していて、その噴出物

合同で間部病院の間部裕代先生の話を聞く機会があり が抜けた空洞（マグマだまり）が陥

ました。講話の内容は主に、睡眠が脳や体の発達に及 没して、大きなカルデラ（凹地）を作っています。過

ぼす影響についてでした。一番驚いたのは３歳未満の 去には、ここに水がたまり、湖になった時期もありま

乳幼児の睡眠時間は、世界で一番短いということです。 す。その中央に阿蘇五岳があり、中岳が現在も噴火を

基本的に日本人は 続けていますが、過去４回の噴火に比べて小規模であ

睡眠不足に陥って り、近くにいなければ被害は少ないと思います。ただ、

います。少しでも 火山灰や火山ガスも噴出するので気をつけましょう。

良質な睡眠や睡眠 地下の物質の動きは、地震や火山と大きく関係して

時間の確保を心が います。火山のしくみをさらに調べたりして、防災の

けたいものです。 意識につなげましょう。

そのためには、

もう一度戻ります 保護者の皆様、８月２７日（日）は、愛校作業

が「規則的な生活 大変ありがとうございました。気持ちよく２学期

リズム」が大切で がスタートできました。また、島田ＰＴＡ会長に

す。いきいきウィ は１００ｍ走用に、機械を使っ

ークのキーワード て芝を剥いでいただきました。

をもとに子どもた 小体連陸上に向けて、少しずつ

ちの生活リズムを 練習に取り組みたいと思います。

整えましょう。

ま とく れい こう ９月！少しずつ秋めいてきました


